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人 権
学習シリーズ

【地区館情報】
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木　
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津　
　
　

はじめに　
　「人権とはどういうことか」と突然、質問されると返
答にこまるのではないでしょうか。しかし、日本でも、
戦後６０年余、「人権」ということが叫ばれてまいりま
した。「全ての人が生まれながらにして持っている権利、
そして、侵されることもない、侵すこともできない人間
としての基本的な権利」とでもまとめておきましょうか。
人権思想の確立と自由権の獲得
　現代の私たちは自由に生きておりますが、その「自由」
獲得には人類が長年にわたり勝ち取ってきた歴史があ
ります。１６～１８世紀にヨーロッパ諸国で行われてい
た絶対王政の時代に、人々は「権利と自由」の獲得の
ために戦い、「自由」を獲得していった歴史があります。
その思想的基盤として、啓蒙思想家としての、イギリ
スのロック、フランスのルソー、モンテスキューが有名
であります。ロックは、人間は、本来自由であり、自分
の生命を他人からみだりに危険にさらされたり、自由や
財産を支配されることはけっしてありえない。それは、
人間が、生まれながらに持っている当然の権利（自然権）
であると主張しました。ルソーは、人間の自由・平等と
人民主義を主張しました。またモンテスキューは政治
思想家として、三権分立を主張しました。
基本的人権の尊重
　日本国憲法は、帝国議会の審議を経て、大日本国憲
法を改正する形で制定されました。その特色は、「国民
主権」、「平和主義」、「基本的人権の尊重」の３つの原
則によって成り立っています。その「基本的人権」と
はどういうものなのでしょうか。日本国憲法第１１条、
９７条等から基本的人権の３つの重要な要素を指摘で
きると思います。

「
人
権
」
を
考
え
る　
　
　
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

事
務
局
長　
　
　

関　

保
典

　人権の固有性・人権は人として生まれたことにより
誰でも持っている権利。人権の不可侵性・人権は不
当に侵されたり、制限されたりするものではない権利。
人権の普遍性・人権は人間であるということにより誰
でも平等に与えられる権利。
人権を守るために必要なもの
　憲法第１２条には、「この憲法が国民に保障する自由
及び権利は、国民の不断の努力によって、これを保持
しなければならない」と規定しています。国民一人ひと
りが人権の大切さを自覚して常にそれを守っていかな
ければならないということであります。また、「国民は
これを濫用してはならないのであって、常に公共の福
祉のためにこれを利用する責任を負う」と規定されて
います。自分の人権と同じ人権が他人にもあって、権
利の濫用は認められないということであります。
平成２２年度の人権啓発活動の強調事項　
　「２１世紀は人権の世紀」と言われております。法務
省の人権擁護機関において、人権尊重思想の普及高揚
のために具体的人権擁護活動に１５項目あげられてい
ます。今は５項目だけ記しておきます。１ 女性の人権を
守ろう　２ 子供の人権を守ろう　３ 高齢者の人権を守
ろう　４ 障がい者の人権を守ろう　５ 部落差別をなく
そう、であります。

飯山人権擁護委員の相談日と場所の案内　
　飯山人権擁護委員は、皆様方の人権にかかわる悩
み事の相談を承っております。日時は、毎週月曜日９：
００～１２：００まで、毎週水曜日９：００～１２：００まで、
場所は、長野地方法務局飯山支局です。どなたでもお
気軽に相談に来てください。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
２
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

場
所　

飯
山
市
屋
内
運
動
場

参
加
資
格　

飯
山
地
区
内
に
お
住
ま

い
の
方

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
講
習
会
を
開
催

し
、
試
合
を
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
・

親
子
・
子
ど
も
で
の
参
加
大
歓
迎
で

す
。（
字
町
公
民
館
で
回
覧
を
し
て
募

集
を
し
て
い
ま
す
）

　

２
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
飯
山
公

民
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
冬
期
老
燃
教
室(

飯
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
共
催)  

日
時　
３
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

場
所　
飯
山
市
公
民
館　
２
階
講
堂

　

冬
の
運
動
不
足
解
消
に
ス
ポ
レ
ク

を
行
い
ま
す
。
室
内
に
お
い
て
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
１
時
間
程
度
行
い
、
終
了
後

お
茶
会
を
し
ま
す
。

　

岡　
山　
　
　

◇
常
設
展
示
場
が
で
き
ま
し
た

　

岡
山
活
性

化
セ
ン
タ
ー
の

一
階
フ
ロ
ア
に

区
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
常
時

展
示
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
ま

し
た
。

◇
新
春
書
初
め
大
会

　

１
月
４
日
、
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
と
岡
山
公
民
館
共
催
で
子
ど
も
８

名
、
大
人
６
名
が
参
加
し
て
書
初
め

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
宿
題
の
書
初
め
と
課
題

作
品
、
大
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

　

絵
画
・
書
・
写
真
な
ど
は
、
パ
ネ

ル
展
示
で
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
工
芸
品

等
の
小
物
は
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
展
示
が

で
き
、『
見
て
』『
出
し
て
』
約
１
ヶ
月

単
位
で
『
個
展
風
』
に
気
軽
に
利
用

で
き
ま
す
。　

　

展
示
希
望
者
は
、
ど
し
ど
し
活
性

化
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

講
師
の
指
導
の
も
と
作
品
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
岡
山
小
学
校
の
校

歌
か
ら
字
句
を
選
び
課
題
作
品
と
し

て
仕
上
げ
、
早
速
常
設
展
示
場
に
展

示
し
ま
し
た
。

○
書
初
め
大
会
審
査
結
果

（
審
査
は
、子
ど
も
の
課
題
作
品
の
み
）

最
優
秀
賞　
６
年　
田
中
泉
菜
さ
ん

優 

秀  

賞　
４
年　
小
林
海
渡
君

優 

秀  

賞　
１
年　
小
田
切
良
太
君

ほ
か
奨
励
賞
４
点

◇
第
60
回
楽
し
い
集
い

　

恒
例
の
「
楽
し
い
集
い
」
を

３
月
13
日
（
日
）
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　

種
目
は
ピ
ン
ポ
ン（
一
般
の
部・

子
ど
も
の
部
、
い
ず
れ
も
団
体

戦
）、
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
、

麻
雀（
い
ず
れ
も
個
人
戦
）で
す
。

　

参
加
申
込
は
、
各
区
公
民
館

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
瑞
穂
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
第
26
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ

　

３
月
６
日
（
日
）、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
食
材
を
求
め
て
柳
原
地
区
内
を
回

る
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
終
了
後
、

子
ど
も
会
育
成
会
共
催
で
大
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
も
開
催
し
ま
す
。

　

柳
原
地
区
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

柳　
原　
　
　

◇
ご
来
光
ツ
ア
ー

～
鷹
落
山
展
望
台
か
ら
初
日
の
出
を
拝
も
う
～

　

１
月
１
日
午
前
５
時
に
顔
戸
を
出

発
し
、
約
１
時
間
か
け
て
雪
上
車
で

鷹
落
山
展
望
台
（
黒
岩
山
の
隣
）
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

積
雪
70
㎝
、
天
候
曇
り
。
元
旦
の

午
前
６
時
の
飯
山
の
夜
景
を
眺
め
、

初
日
の
出
を
待
ち
ま
す
。
あ
い
に
く

日
の
出
時
刻
に
は
雲
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
飯
山
盆

◇
第
13
回
秋
津
ゆ
き
だ
る
ま
ま
つ
り

　
２
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）
伍

位
野
交
差
点
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
て
、

恒
例
「
秋
津
ゆ
き
だ
る
ま
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
と
て
も
大
勢
の
皆
さ

ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
次
回
号
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
木
島
地
区
男
女
共
同
参
画
学
習
会

　

２
月
24
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
、
木
島
公
民
館
に
て
、
漫
画
家

の
段
映
子
さ
ん
を
講
師
に
「
み
ん
な

の
力
で
元
気
な
村
づ
く
り
～
マ
ン
ガ

か
ら
学
ぶ
～
」
と
題
し
て
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
第
27
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

１
月
30
日
（
日
）
木
島
工
場
団
地

北
側
特
設
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
１
１
７
名

が
元
気
一
杯
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
今
回
は
特
に
、
レ
ー
ス
後
の
と
ん

汁
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
会
関
係
者
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

スタート！！

やったよ！～皆さんお疲れ様でした～

思い出に残る「初日の出」力作揃いの作品をご覧ください

お待ちしています

一
筆
、
一
筆 

真 

剣 

に

◇
第
３
回
男
の
料
理
教
室｢

う
ま
く

て
簡
単
な
モ
ツ
を
煮
る
＆
肴
料
理｣

日
時　
２
月
27
日
（
日
）
午
後
４
時
か
ら

講
師　

峰
村
栄
喜(

戸
狩)

　
　
　
三
ツ
野
幸
美
（
大
倉
崎
）

会
費　
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
〆
切　
２
月
21
日(

月)

　

当
然
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
肴

に
参
加
者
全
員
で
懇
親
会
を
し
ち
ゃ

い
ま
す
。

◇
筆
遊
び
教
室

日
時　
３
月
４
日(

金)

午
後
７
時
か
ら

講
師　

林　

映
寿

　
　
　
（
小
布
施
町 

浄
光
寺
副
住
職
）

会
費　
大
人 

２
，
０
０
０
円
、

　
　
　
大
学
生
以
下 

５
０
０
円

申
込
〆
切　
２
月
25
日(

金)

　

書
道
で
は
な
く
、
字
を
書
く
楽
し

さ
、
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の
書
を
自
分

流
に
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
を
照
ら
し
出
す
初
日
の
出
を
拝
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


